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 説明資料

敦賀発電所１，２号機の現況について

２０２２年５⽉２３⽇

⽇本原⼦⼒発電株式会社
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本⽇のご説明内容
敦賀発電所１，２号機の現況について
（１）敦賀発電所の概要について

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について

（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社
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（１）敦賀発電所の概要について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社
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（１）敦賀発電所の概要について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

敦賀半島

敦賀発電所１,２号機

敦賀市街

関⻄電⼒
美浜発電所

（加圧水型軽水炉）

原⼦⼒機構
もんじゅ

(高速増殖炉)
敦賀原⼦⼒館

若狭湾敦賀発電所３,４号機
建設予定地

原⼦⼒機構
ふげん

(新型転換炉)

美浜市街

南

敦賀湾

水島

○敦賀発電所敷地付近 全景
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（１）敦賀発電所の概要について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

○敦賀発電所１，２号機のしくみ
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○敦賀発電所１号機 廃止措置計画について
敦賀発電所１号機 廃止措置⼯程  ３段階 分 ２４年    ⾏  放射能    

低 領域  解体 開始    特 放射能    高 原⼦炉本体等 領域  放射能 時
間 共 弱   性質 利⽤  放射能    下     解体 ⾏    
具体的   原⼦炉建屋内  燃料 搬出後 原⼦炉本体 解体 ⾏    後建屋 解体

 更地     

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について

核燃料物質の搬出（新燃料 加⼯ﾒｰｶｰへ）
（使⽤済燃料:２号機へ）

原⼦炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋内設備解体撤去

原⼦炉圧⼒容器等 解体撤去
原⼦炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋内設備
解体撤去（継続）

管理区域 解除
原⼦炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋
解体撤去

原⼦炉建屋

原⼦炉
圧⼒容器

原⼦炉格納容器

使⽤済燃料
プール（ラック）

核燃料物質
の搬出

換気空調設備

補機冷却水設備

タービン 発電機

復水器

圧⼒抑制   

タービン建屋

主な解体範囲

原⼦炉建屋

タービン建屋
原⼦炉格納容器

使⽤済燃料
プール

原⼦炉
圧⼒容器

換気空調設備

主な解体範囲 主な解体範囲

原⼦炉建屋

タービン建屋

原⼦炉本体等解体準備期間
【９年間】

原⼦炉本体等解体期間
【９年間】

建屋等解体期間
【６年間】

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社



6

○これまでに実施した解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

 タービン・発電機等解体工事  高圧注水系ディーゼル・ポンプ等解体工事 制御棒駆動ユニット等解体工事

２０１７年度 排水    除染⼯事 実施 完了
２０１８年度 ２０１９年度 以下 解体⼯事 実施 完了

解体前

解体後

 タービン・発電機

解体前

解体後

解体前

解体後

 高圧注水系ディーゼル・ポンプ 制御棒水圧駆動ユニット

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について
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○これまでに実施した解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

２０２０年度 水素 酸素発⽣装置 解体⼯事 実施 完了

【主な解体対象設備】
①電解槽 ②圧縮機 ③ガスホルダー ④サージタンク ⑤電圧整流器 ⑥制御盤 ⑦電源盤

【電解槽】 【圧縮機】

①

②

②

③ ③④

④
⑤

⑥

⑦

②

③

解体対象施設の範囲

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について



8

○これまでに実施した解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

解体対象施設の範囲

１号機

①

②

【窒素供給装置】

【主な解体対象設備】
①窒素供給装置 ②補助ボイラー及び補助ボイラー建屋

【補助ボイラー建屋】

２０２０年度 ２０２１年度 屋外設備 解体⼯事 実施 完了

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について
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○これまでに実施した解体工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

解体対象施設の範囲

②

①

【補機冷却水   】 【補機冷却水熱交換器】

【主な解体対象設備】
①補機冷却水   ②補機冷却水熱交換器

２０２０年度 ２０２１年度     補機冷却系熱交換器他 解体⼯事 実施 完了

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について
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○これまでに実施した工事

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

２０２１年度 圧縮減容装置 設置⼯事 実施 完了
圧縮減容装置 敦賀発電所１号機 廃止措置⼯事 運転中 伴 発⽣  放射性廃棄物

（⾦属 無機物 難燃物）    減容 期待      機械的 圧縮  減
容するものであり、一般産業で使⽤されている３方向からのプレス機である。

性 能  放射性廃棄物 収納     缶 ３方向  圧縮 （圧縮⼒ 約３００  ） 
約３分 １ 減容（処理能⼒ 約4分／本）

主要寸法（縦×横×高 ） 約3,550mm×約1,900mm×約945mm
設置場所     建屋１階     補機冷却系熱交換器 跡地

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について
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（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

○敦賀発電所２号機 新規制基準への適合性確認審査状況について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

敦賀２号機 新規制基準適合性確認申請 2015年11⽉5⽇

2012年11⽉ 2015年3⽉
原⼦⼒規制委員会
敷地内破砕帯調査に係る
有識者会合  対応

新規制基準施⾏ 2013年7⽉8⽇

原⼦⼒規制委員会発⾜ 2012年9⽉19⽇

※2014年12⽉3⽇ 原⼦⼒規制委員会
審査 原⼦⼒規制委員会 ⾏  許認可 決定   
有識者 評価  重要 知⾒ 一    参考    

2018年6⽉6⽇
規制庁「審査の透明性向上に向けた対応策」

（同一案件ヒアリング2回ルール） 審査会合(5) 2018年4⽉27⽇ 地震動評価
審査会合(6) 2018年7⽉6⽇ 敷地内破砕帯評価

審査会合(8) 2019年4⽉26⽇ 地震動評価
審査会合(7) 2018年11⽉30⽇ 敷地内破砕帯評価

審査会合(9) 2019年8⽉23⽇ 記載 不備 配置⾒直  破砕帯追加調査概要

審査会合(1) 2015年11⽉19⽇ 敷地内破砕帯評価と地震動評価から優先して審査を進める
審査会合(2) 2016年 1⽉26⽇ 申請 概要 説明
審査会合(3) 同 年 2⽉ 4⽇ 規制委員会側  審査 当     主要 論点」 （13項目）の提示

審査会合(10)2019年10⽉11⽇ 記載 不備  対策

まずは破砕帯から進めることとなり、ヒアリングの積み重ね(9回)

審査会合(11) 2019年12⽉13⽇ 地震動評価

審査会合(4) 2017年12⽉22⽇ 敷地内破砕帯評価の審査、地震動評価についても説明要請あり

審査会合(12)2020年2⽉7⽇ 敷地内破砕帯評価※1

審査会合(13)2020年2⽉14⽇ 柱状図に係る指摘対応
※1      柱状図

記事欄に係る指摘

審査継続 審査継続

審査会合(14)2020年6⽉4⽇ 柱状図に係る指摘対応

審査会合(15)2020年10⽉30⽇ 柱状図に係る指摘対応※2

※2      柱状図元    提出 今後 対応方針等
の説明により、審査継続確認
（原因分析等は別途、規制検査で対応）
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○敦賀発電所２号機審査 これまでの説明・対応の進捗状況について

（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

目的外使用・複製・開示等禁止 日本原子力発電株式会社

敦賀２号機の現在の審査状況については、次頁参照。
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＜原⼦⼒規制委員会 ⽰   ⽅針＞
今後、破砕帯等に係る審査において、柱状図の調査データ等に基づく、事業者の評価結果の妥当性を技術的観点か
 審議 ⾏      審査資料 信頼性 確保      必要    
以下の２点が確保される業務プロセスが構築されているかについて優先的に検査を進めることとし、審査チームは、この
ような業務プロセスの構築が確認されるまでの間は、審査会合を実施しない。

① 調査データのトレーサビリティが確保されること。
② 複数 調査⼿法   評価結果 審査資料 示   場合   判断根拠 明確      。

2021年８⽉18⽇ 原⼦⼒規制委員会 ・・・ 審査 取扱     議論

同年10⽉ ４⽇ 第７回 原⼦⼒規制検査
○ 同年10⽉26⽇ 公開会合

• 原⼦⼒規制委員会 示   方針 基   上記２項目（①,②）に係る業務プロセスの改善状況や社内規
定の改正内容、それに基づく実際の業務プロセスをエビデンスを⽤いて説明。

同年11⽉ 2⽇ 原⼦⼒規制委員会 ・・・ 今後 進 ⽅    議論
• 当社 社内規程改正   改善活動 終了  審査資料 準備 出来 段階 再度検査し、検査結果を

原⼦⼒規制委員会 報告     ⽰    

○ 敦賀発電所２号機 新規制基準適合性確認審査      敷地内破砕帯評価 審査資料 記載変更 
係 原⼦⼒規制検査 優先的 進       必要 業務     構築 確認     審査会合 実施 
ないこととなりました。

当社  昨年12⽉末   審査資料 作成体制 係 社内規程 改正等 ⾏  現在⾒直  作成体制 下 審査資
料全     問題   確認  不⾜    資料    新  作成     作業 進       

４⽉26⽇  業務     構築作業 進捗 関  ⾯談 ⾏        ５⽉24⽇から25⽇    ⾏   検査
   上記①，②   原⼦⼒規制検査等    指摘 受  改善  業務          確認    予定   

敦賀発電所２号機  当社 経営 柱        引 続 丁寧  説明   理解       努        

（３）敦賀発電所２号機の運営状況について


